
化学生物総合管理学会 
第 ８ 回 学 術 総 会 

日時：９月３０日（金） １０：００～１８：１５ 

会場：学術総合センター （東京都千代田区一ツ橋２－１－２） 
営団地下鉄半蔵門線／都営地下鉄三田線・新宿線「神保町」A8,9 出口  

営団地下鉄東西線「竹橋」1b 出口               いずれも徒歩 3～5分 

★参加登録：学会の会員以外の方も参加歓迎 

★参 加 費：化学生物総合管理学会会員は無料、会員以外の方は1,000円負担 

★参加希望の方は、①参加者氏名、②所属(勤務先など)、③意見交換会(会費制2,000円）

出欠を明記のうえ、E-mailにて学会事務局 cb-jim2@cbims.netにご連絡ください。 

化学生物総合管理学会 
(〒112-8610東京都文京区大塚2-1-1 お茶の水女子大学ライフワールド・ウオッチセンター内) 

(TEL) 03-5978-5096 

《開催案内》 
「想定外」や「この程度のリスクは～」といった言い回しが本年 3月の原発事故発生以

降多用され、リスクの議論には分野により実は大きな差があることを経験し、新たな課

題が露呈した。学術総会は化学物質や生物のリスク評価、リスク管理に携わっている人が日

頃の成果や論考の結果を発表する機会であり、今年度はこうした背景を踏まえつつ開催する。

 個人発表のほか、今年度は４氏が講演を行う。〈全体プログラムは次ページ〉 
学会奨励賞記念講演 
・住友化学株式会社 佐藤雅之氏 「住友化学の化学品安全の取組みーサステイナブル・ケミ

ストリーに向けてー」                  
・シャープ株式会社  森本弘 氏 「シャープの環境への取り組み～エコ･ポジティブカンパニ

ーをめざして～」 
・国立感染症研究所  渡邉治雄氏「新興感染症発生のリスクとマネージメント」 
特別講演 

・明治大学理工学部  向殿政男氏「安全学の立場から安全目標とリスク基準について考
える」 

また、連携して直前の9月28日に開催する社会技術革新学会の学術総会においても 
放射線医学総合研究所の保田浩志氏による「放射線のリスクと社会の混迷」と題した特別講

演を予定している。 
多彩な話題の中から、ヒトの健康と環境保全に影響する諸々のリスクの評価や管理のあり

方を論じる機会として、多数の方々の参加を期待する。 
詳細はホームページ http://www.cbims.net/gakujutsusokai_2011.html で確認できます。 

なお、9月28日の社会技術革新学会学術総会は、社会技術革新学会HP（http://www.s-innovation.org）で確認を。



第 8回学術総会 プログラム 

2011 年 9 月 30 日(金) 於：学術総合センター 

受付開始  9:30                                              （敬称略） 

午 前 の 部 10:00～   

    

10:00～10:05  開会挨拶 増田 優 

化学生物総合管理学会会長

10:05～10:30  奨励賞伝達式 (対象者 5名)  

10:30～11:15 [記念講演] 住友化学の化学品安全管理の取り組み 

  ―サステイナブル・ケミストリーに向けて― 

佐藤 雅之 
住友化学株式会社 

レスポンシブルケア室部長 

11:15～12:00 [記念講演] シャープの環境への取り組み 

  ～エコ・ポジティブ カンパニーをめざして～ 

森本 弘 
シャープ株式会社 

執行役員 環境安全本部長 

12:00～12:45 [記念講演] 新興感染症発生のリスクとマネージメント 渡邉 治雄 
国立感染症研究所 所長 

昼食休憩 
 

 
 

午 後 の 部   13:35～   
  

 

13:40～14:40 [特別講演] 安全学の立場から安全目標とリスク基準について 

考える 

向殿 政男 

明治大学理工学部教授 

休憩 
   

14:50～15:15 [発表] R-Map 手法用いた消費生活用製品のリスクアセス 

メント 

酒井 健一 
製品評価技術基盤機構 

15:15～15:40 [発表] 事故原因調査における有限要素法の利用について 清水 寛治 
製品評価技術基盤機構 

15:40～16:05 [発表] 化学物質総合管理の情報共有基盤の事例研究 星川 欣孝 
お茶の水女子大学 

休憩 
   

16:15～16:40 [発表] 化学物質総合管理に関する企業活動評価 

－ 2010 年度調査結果 - 

結城 命夫 
お茶の水女子大学 

16:40～17:05 [発表] 子どもの安全 乳児のマニキュア除光液中毒の予防 服部 道夫 

子どもの安全研究グループ 

17:05～17:30 [発表] ヘキサブロモシクロドデカンの既存情報と今後の 

課題：室内、車内暴露を中心として 

片桐 律子 

化学物質評価機構 

17:30～17:55 [発表] 民主党化学物質政策 PT の基本法骨子案の論点 星川 欣孝 

お茶の水女子大学 

18:00～18:10  研究会計画の報告   リスク比較研究会 化学生物総合管理学会 

  閉会挨拶  

題名、発表順は都合により変更になる場合があります。 

※終了後、意見交換会を行います（会費制） 


